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堆積岩研究のシンポジウム開く

最近堆積岩に関係した分野の研究方法

や調査技術が目ざましく進歩している.

地質調査所においてもこうした情勢に

応じる機運が高まり各都課内において

行なわれているこれら研究の横の連絡

を密にするため4月16日所内シムポジ

ウムが行なわれた.堆積岩の研究は

非常に広い領域にわたる見地から進めな

いと片寄った成果しか得られないことが

ある.研究の項目を内容的にはっきり

と区分することはむずかしいが当日行

なわれた講演を幾つかにわけて見ると

(1)堆積岩中に見出たされる化石

による古生態学

(2､堆積岩の構成物質

(3)堆積岩の堆積構造

14)堆積岩の物理･化学性

などになる.

堆積岩中の化石を中心として考える古

生態学は地層の堆積環境を知ることと

化石による生物学的編年(biochronolo-

9y)を明らかにする有力な手段である.

この立場からみた貝類･有孔虫･植物化

眉の方面からの問題が提示された･

現生貝類について純度および深度分

布および潮流などの関係を知ることはこ

うした貝類比肩の解析をご役立甘)が

地層堆積の解析にどのぷう善こしてこ妻え彰

むすびつ1す応側してゆくかは今後川灘

題として繍しら扱わ脅孤滋燃綴鋭

でも共通していえ為が膜繊牲夢バ夢北

洋潴性夢バ夢壮多)零1岬磁おぷび意幾が

次第にはり繁りして妻刊泌批か島紀

くに太平洋蝉鎖脇苦八代抑なぜの底機膚

孔虫群集剛慧捌淋綴介き机わ昔そして

有孔虫む頚欄なぎ愛総合駒な屍地か鳥

取り扱弩必繋抵がのべ～派出

植物化篇紗彩箆洩嫌横螺糠⑳繊

究は血気候の刻㍑)災映むし父の艦物

化石群の維質蹄代鮒ぽ分とい拳こ㍑眼

下わが鰯で行なわれ又い乱き～こ羅

近の傾1ま壮ピζは化幕切崩仇燃術1

微植物化孤:花粉1胞子1磁藻抑)微)数

用いく川口腕秘今微行棚)れる且叙であ

ることが示され恕亜大形の捕物化布豪)

研究対象閉切咽では}寺い食幻一帖も

のと第差奉己で1妻☆餅ほ系榊も榊二移り

つつあ切談た衆知蒙)微化石(鞭悉藻類

など)研究の必要惟秘のぺられた岳

鑓横着⑳構成物質⑳餅錦では繊

はできないがまず石油1海ス宙石炭関

係･金属鉱床関係な〃)沓鰯膏)概究夢)溺

状秘繍介されたが地獄鯛窺漱刊盆こ脅

した獅からする堪確胸な猟究秘行なわ飢

ふう註しており初鍛階鼓しズ幻け賞

ムや燐の築績におけかvダ/η)役翻

嘗慈ご多琶暮潟しふう辻しても㍉る｡

々)他籍鉱鉱蘇釣繊鰯1こついて

鉱床が賦狩してい蕃地溺の雌麟曲変域稚

郷夢)機構1時期に似べの破鏡が簸繋で

あ亀こ紀も指摘書れた｡

総土鉱物の駿鏡に似べは笈織套二

よる遼鐙馳方法に似べの最近の研究滅

深が夢)べ給れ&くに雌機掛1切械土鉱

伽こ対しては渕宛披撚榊笥､は鉱物1萎蕎

定山㍑功募本間魑州養1:究が箆繋である成

が繍介婁扱た.

地徴鯛沓所に削篶錐球化撃飾繊

貌の内容は鉱物1水け黒な㍑叱の

ぶ幻こ焚質してゆくか登生態約吾こ妃擢す

ること甥世の資料毅出発点として時闘

に対応させた考察彰行なうこなな松で海

の粥喰波の速度に影響することなどが解

説書れ冷徹土木方面にも応用できる若

布･瀞盤めジ蝉鮒惟質の研究が行なわれ

篭エ抵秘紹介された曲

以､虻約よ刺ζ緒方面における専門の

珊爽讃秘各自の分野の紹介と問題点の

指摘数打扱噌たわけで共通した討論の

揚は互に膚欝であり今後も問題をほり

刊ずつづけて峨ぐごとになった.以下

講演者創瞭記す私(講演順)

窟鎗麟1大凶桂･石和田端葦･

氷灘篤行･徳永重元

雌積欝釣構蔵物質･佐藤良昭･

澱織富雄･谷正已･

糠舟紀乏･減田茂磨

鍛穣鰭繍蛾織化学:本島公司

機構織⑳雌績摘造:垣見俊弘･

淫熱婦･鈴木尉元

機構艦⑳物機:黒田和男･木野

識人1南雲昭三郎

雌績轄釣錐化学･中沢次郎

(堆積岩グルｰブ)�




